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第１学年 

教科別授業概要（シラバス） 

今年度の授業の計画と内容 
 

令和７年度 

京都市立七条中学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１学年 国語科の学習 

☆ 学習目標 ～国語の学習で“めざす”こと 

☆ 学習を進めるに当たって 

☆ 学習内容及び評価について 

 評価に当たって 

月 単元計画 
試

験 
評価観点 評価場面・方法 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

７ 

 

 

 

 

８ 

９ 

 

10 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

３ 

言葉に出会うために 

朝のリレー 

野原はうたう 

学びをひらく 

はじまりの風 

話の構成を工夫しよう 

漢字🔶 漢字の組み立てと部首 

新しい視点で 

ダイコンは大きな根？ 

ちょっと立ち止まって 

言葉🔶 指示語・接続語 

情報を整理して説明しよう 

言葉に立ち止まる 

空の詩 三編 

比喩で広がる言葉の世界 

文法への扉🔶 言葉のまとまり 

読書生活を豊かに 読書案内 

心の動き 

大人になれなかった弟たちに 

星の花が降るころに 

言葉🔶 方言と共通語 

漢字🔶 漢字の音訓 

筋道を立てて 

「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ 

根拠を明確にして書こう 

いにしえの心にふれる 

いろは歌 

蓬莱の玉の枝 

今に生きる言葉 

価値を見いだす 

「不便」の価値を見つめ直す 

文法への扉🔶 言葉の関係 

読書に親しむ 

研究の現場にようこそ 

自分を見つめる 

少年の日の思い出 

文法への扉🔶 単語の性質 

言葉🔶 さまざまな表現方法 

漢字🔶 漢字の成り立ち 

一年間の学びを振り返ろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 
 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

知

識

・

技

能 

○音声の働きや仕組みについて，理解を深め

ている。 

○漢字を適切に読んだり書いたりして、文や

文章で使えている。 

〇事象や行為，心情を表す語句の量を増やし，

語彙を豊かにしている。 

○単語の類別，比喩や反復などの表現の技法

を理解している。 

〇文語のきまりや訓読の仕方を知り，古典の

世界に親しんでいる。 

○字形を整え、大きさや配列などについて理

解して楷書で書いたり，行書の基礎的な書き

方を理解して書いたりしている。 

●発表 

●言語についての 

問題 

●書写の作品 

●定期テスト 

思

考

・

判

断

・

表

現 

○話題や展開を捉えながら話し合い，互いの

発言を結び付けて自分の考えをまとめてい

る。 

○書く内容の中心が明確になるように，段落

の役割などを意識して文章の構成や展開を考

え，自分の考えが伝わる文章になるように工

夫している。 

○内容や要旨を的確に捉えている。 

〇描写を基に場面の展開や登場人物の相互関

係，心情の変化などについて捉えている。 

●発表 

●意見交流や授業で 

の発言 

●プリントやノート

の内容 

●パフォーマンステ

スト 

●読解問題 

●定期テスト 

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度 

○言葉がもつ価値に気付き，漢字を適

切に使い，語句や表現に注意して，文

章を読んだり書いたりしようとしてい

る。 

○進んで読書をしようとしている。 

○日本の言語文化を大切にして，自分

の思いや考えを伝え合おうとしてい

る。 

●授業に取り組む 

姿勢（観察） 

●プリントやノート

の内容 

●課題や宿題等の 

提出物 

●定期テスト 

（1）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，日本の言語文化に親しんだり理解したりす

ることができるようになろう。文字に対して関心を持ち，字形を整え，文字の大きさや配列などを理解

して，楷書や行書で書くことができるようになろう。（知識・技能） 

（2）筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い，日常生活における人との関わりの中で

伝え合う力を高め，自分の思いや考えを確かなものにすることができるようになろう。目的や場面に応

じて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話す能力、内容を捉えながら聞く能力を

身に付けていこう。目的や意図に応じて、根拠を明確にしながら構成を考えて的確に書く能力を身に付

けていこう。様々な文章を読み、構成や展開、表現から内容や要旨を的確に捉える能力を身に付けると

ともに、読書を通して言葉に触れ、ものの見方や考え方を広げていけるようにしよう。（思考・判断・

表現） 

（3）言葉がもつ価値に気付くとともに，進んで読書をし，日本の言語文化を大切にして，思いや考えを伝え

合おうとする態度を培おう。授業に意欲的に参加し、何事も積極的に取り組む姿勢を継続していこう。

（主体的に学習に取り組む態度） 

教 

材 

教科書  国語１［光村図書］ 

副読本  あかねこ漢字スキル［光村教育図書］ 

 

教科書 書写［光村図書］ 

 

持 

ち 

物 

・教科書   

・ノート 

・ファイル 

・あかねこ漢字スキル ［光村教育図書］ 

・書写（教科書・習字道具） 

学 

習 

の 

進 

め 

方 

《確かな学力を身につけよう》 

○漢字練習ノートの活用、漢字小テストの実施を通して、漢字と語彙力を定着させていこう。 

○授業のめあて・目標を確認し、学習課題を捉え、読解、思考、発表、意見交流、メモを取る等の活動を

通して、自分の力を伸ばしていこう。 

○授業や単元の終わりに、学んだことや考えたこと等を書いて振り返ることで、理解を深めていこう。 

○ＧＩＧＡ端末を使い、情報の収集、作成したレポートの保存や交流等を通して学習を深めていこう。 

《家庭学習》 

○予習・・・読めない漢字、意味の分からない語句に印をつけながら、教科書を繰り返し音読しよう。 

      意味の分からない語句の意味調べをしておこう。 

○復習・・・授業のノートを見返し、１時間の授業の流れを振り返ろう。 

〇週間課題…様々な種類の課題に取り組み、語彙力や言葉から想像を広げる力をつけよう。 

《定期テスト》 

〇漢字の読み書きは完璧にしておこう。語句の意味、文法などを徹底的に覚えよう。 

○授業で取り組んだプリントやノートを見返し、課題に対する考えを答えられるようにしておこう。 

〇教科書本文は，どこに何が書いてあるかさっとわかるようになるくらいまで熟読しよう。 

学 

習 

の 

留 

意 

点 

○授業中は、よく話し、よく聞き、よく読み、よく書き、前向きな意欲をもって取り組もう。 

○自分の意見をもち、積極的に発表しよう。意見交流を活発に行い、自分の考えを発表するとともに、友

人の考えも取り入れて、自分の考えをさらに深めよう。 

○ノートは黒板を写すだけでなく、先生の説明や発言内容、友人の意見、調べたこと、疑問に思ったこと、

気づいたことなども書いておこう。自分にとっての「宝物」になるようなものを！ 

○課題や提出物は期限を守ろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 1 学年 数学の学習 

☆ 学習目標 ～数学の学習で“めざす”こと 

 

☆ 学習を進めるに当たって 

 

 

 

学習内容及び評価について 

学習計画 評価に当たって 

月 単元計画 
試 

験 
評価観点 評価場面・方法 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

〇 正の数、負の数 

〇 正の数、負の数の計算 

 

 

〇 素因数分解 

〇 文字の式 

〇 文字式の計算 

 

 

 

 

〇 方程式 

〇 方程式の利用 

 

〇 関数 

〇 比例 

〇 反比例 

〇 比例、反比例の利用 

 

〇 直線図形と移動 

〇 基本の作図 

 

〇 円とおうぎ形 

 

〇 立体と空間図形 

〇 立体の表面積と体積 

〇 資料の活用 

 

〇 データに基づく確率 

 

 

 

第 1 

 

 

 

第 2 

 

 

 

 

 

第 3 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 

知

識

・

技

能 

○ 数学的な基礎知識の必要性と意味を考

えようとしている。 

○ 事象を数学化したり、数学的に解釈し

たり数学的に表現・処理したりする技

能が身についている。 

●定期テスト 

●単元テスト 

●小テスト 

思

考

・

判

断

・

表

現 

○ 数学的な思考力・判断力を身につけ、

事象に潜む関係や法則を見出し、数学

的な推論の方法を用いて論理的に考察

する。 

 

●定期テスト 

●単元テスト 

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度 

○ 自らの学習状況を把握し、学習の進め

方について試行錯誤するなど自らの学

習を調整しながら学ぼうとしている。 

○ 数学の良さを実感して粘り強く考え、

数学を生活や学習に生かそうとしてい

る。 

○ 問題解決の過程を振り返って評価・改

善しようとする態度、多様な考えを認

め、よりよく問題解決しようとしてい

る。 

●小テスト 

●課題 

●ノートにおける、

主体的な学びに関

する記述内容 

 

 

（1）（知識・技能） 

数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解すると共に、事象を数学化したり、数

学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身につける。 

（2）（思考・判断・表現） 

   数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見出し統合的に・発展的に考察す

る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

（3）（主体的に学習に取り組む態度） 

   数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に活かそうとする態度、

問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。 

教 

材 

教科書  未来へ広がる数学 1 (啓林館) 

副教材  数学の問題ノート 1 

持 

物 

・教科書 ・ノート ・数学ファイル 

・筆記用具・定規（必要に応じてコンパス） 

学 

習 

の 

進 

め 

方 

《確かな学力を身につけよう》 

〇 計算問題を反復練習し、早く正確に解く力をつけよう。 

〇 わからない問題でもあきらめずに取り組もう。 

☆ 途中式をしっかり書くなど、考え方の過程を大切にし、表現する力をつけよう。 

 

《家庭学習》 

〇 授業で学習した内容を、問題集を利用して家庭学習を進めよう。 

〇 授業中に間違えた問題を途中式から考えてみよう。 

〇 不得意な範囲の問題は、教科書の例題からやり直してみよう。 

 

《定期テスト・単元テスト》 

〇 テスト勉強は ① 基本の確かめ   ② 教科書の例題、問、練習問題 

③ 問題集での学習  ④ 問題集の章末問題    の順番で取り組もう。 

 

〇 授業で解いた問題は分かるまで反復練習しよう。 

学 

習 

の 

留 

意 

点 

○ ノートを写すとき、必要に応じて色ペンを使おう。 

○ 先生の話や人の発表などは、メモやノートに書こう。 

○ わからない問題は必ずそのままにせず、まずは自分でじっくり考え、それでも分からない場合は、 

先生や友達に聞いて、必ず解決しておこう。 

○ 何度も何度も繰り返し問題を解くことで、習った知識を定着させよう。 

○ 問題を解くときは、途中の考え方も書くようにしよう。 



第１学年 理科の学習 

☆ 学習目標 ～理科の学習で“めざす”こと 

 

☆ 学習を進めるに当たって 

学習内容及び評価について 

学習計画 評価に当たって 

月 単元計画 
試

験 
評価観点 評価場面・方法 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

自然の中にあふれる生命 

 

 

いろいろな生物とその共通点 

１章 植物の特徴と分類 

２章 動物の特徴と分類 

 

  

 

身のまわりの物質 

１章 いろいろな物質とその性質 

２章 いろいろな気体とその性質 

３章 水溶液の性質 

４章 物質のすがたとその変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光・音・力による現象 

１章 光による現象 

２章 音による現象 

３章 力による現象 

  

 

 

 

 

 

活きている地球 

１章 身近な大地 

２章 ゆれる大地 

３章 火をふく大地 

４章 語る大地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

知

識

・

技

能 

○観察や実験の方法を正しく身につけてい

るか。 

○図やグラフを工夫して作成することがで

きたか。 

○自然に関するいろいろな用語の意味や観

察・実験の方法などを正しく理解し、確実

な知識として身につけ、適切に活用するこ

とができたか。 

○知識に関する問題を解くことができたか。 

●定期テスト 

●小テスト 

●ワークシート 

●単元末課題 

（レポート課題） 

思

考

・

判

断

・

表

現 

○観察や実験のレポートをわかりやすく工

夫して書くことができたか。 

○観察や実験からわかることに関する問題

を解くことができたか。 

●定期テスト 

●ワークシート 

●単元末課題 

（レポート課題） 

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度 

〇自然の事物・現象に進んで関わり，見通

しをもったり振り返ったりするなど，科学的

に探究しようとしているか。 

○学習した内容を既習事項や身近な自然

現象と関連させて自分の考えとしてまとめる

ことができるか。 

 

●小テスト 

●ワークシート 

●提出物 

（理科の完全学習） 

●単元末課題 

（レポート） 

（1）（知識・技能） 

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身

に付けるようにする。 

（2）（思考・判断・表現） 

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

（3）（主体的に学習に取り組む態度） 

 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

教 

材 

教科書 未来へひろがるサイエンス１ 啓林館 

副読本 理科の完全学習 正進社 

持 

物 

教科書 筆記用具 ファイル 

理科の完全学習（適宜支持をする。） 

学 

習 

の 

進 

め 

方 

《確かな学力を身につけよう》 

○ 自然のさまざまな現象に興味・関心を持とう。 

○ 学習の目標をとらえ授業は真剣に取り組もう。 

○ ワークシートや観察・実験レポートはわかりやすく工夫して書こう。 

○ わからないところは、自分で調べたり、誰かに質問したりして、必ず解決しよう。 

☆ 実験や観察の結果をもとに、理由や根拠をはっきりさせ、考察をしよう。 

 

《家庭学習》 

○ 本時のまとめと復習ノートはその日のうちに行い、教科書と授業プリントでもう一度見直そう。 

（わからないところはそのままにしないでどんどん質問しよう。） 

○ 理科の完全学習を使って、問題演習にどんどん挑戦しよう。 

（同じ問題を繰り返し取り組むことで、理解が深まります。） 

 

《定期テスト》 

○テスト範囲は、テスト一週間前には通知します。 

○理科の完全学習、配布したプリントの問題に取り組もう。最低２回やると効果的です。 

○予習ノートで語句などの確認をしよう。 

○学習確認プログラムの学習計画を立て、しっかり勉強しましょう。 

 

学 

習 

の 

留 

意 

点 

○教科書、ノートは必ず授業が始まる前に用意しておこう。 

○忘れ物をしないように、しっかり授業の準備をしよう。 

○理科室への移動はチャイムの鳴る前に完了しておこう。 

○授業は真剣に、集中して、積極的に取り組もう。 

○先生や発表者の話をしっかり聴こう。 

○自分の考えをまとめ、他者を意識してわかりやすく発表しよう。 

○実験によっては危険な薬品を使うことがあります。また、ガラス器具も使います。 

先生の指示がある前から器具にふれないこと。また、実験中もふざけないこと。 

実験を安全に行うために必ず守りましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       


